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実践報告

長崎大学教育学部における中学校教員養成課程（理科）の地学教育

1 はじめに

隅田祥光（数理情報講座）

工藤哲洋（数理情報講座）

学校教育における教科としての「理科」は，物理・化学・生物・地学の4つの分野（科目）

により構成される．中学校教員養成課程（理科）の学生は，文部科学省（2014）による教職

課程認定基準に従った「必須科目」として，これら 4つの全ての科目を学ぶ必要が求められ

ている．

中学校学習指導要領の第4節に記されている中学校理科で扱う地学分野の内容は，「大地の

成り立ちと変イヒJ，「気象とその変化J，「地球と宇宙」という単元に相当し（文部科学省2010).

中学校教員養成課程を設置している大学においては，最低限，これらの単元で扱う内容を授

業に取り入れていくことが求められる．

大学入学時点における「地学」分野の現状は，まず，他の理科分野（物理・化学・生物）

に比べ，その内容の知識を十分に取得している学生は非常に稀であると言える．また，平成

21年の高等学校学習指導要領解説理科編（文部科学省2009）において，理科における必履修

科目として「物理基礎，化学基礎，生物基礎，地学基礎からの3科目」とすることが示され

るなど，高等学校で地学を学ぶ機会を増やす環境が整備されつつあるが，多くの学生が地学

を除く物理，化学，生物の3科目を選択しているというのが現実である（三島2016).

これは，明らかに，日本の大学の入試において選択可能な科目の影響と言え，例えば長崎

大学の場合，大学入試センター試験から個別学力検査（二次試験）まで一貫して地学を選択

して受験できる学部は，教育学部（中学校教育コース理科専攻）と環境科学部（理系受験）

のみである．これが大学進学を希望する高校生にとっての無視することのできない現実であ

ると言える．

毎年，大学1年生が前期に受講する地学概論の授業の冒頭で，「地学」に対するイメージに

ついて質疑応答をしている．ここで確認されたこ左は，地学という分野はそもそも何を目的

に何を学習するものかという認知度があまりも低いという現実である．ただし，数名の学生

からは地層・火山・地震・天体という単語が返ってくる．これは，おそらく記憶のどこかに

中学校で学んだ理科の内容が残っているからであろう しかし，そもそも中学校理科の教科

書では，「地学」という用語は一切用いられてされておらず，学習したどの単元が「地学」に
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相当するものかその認識すらできず返容ができなかったという可能性もあろう．

このように，理科の中学校教員養成課程に入学してくる学生の「地学」という科目に関す

る知識や認識度は極めて低く，言い換えると，これは他の理科の科目に比べ，大学入学時点

での「学生聞の知識や認識度の差が小さい」とも言える．もちろん，地学を学習する上での

手法や理論として物理学，化学，生物学に基づいたものがあり，それらの内容に関する習得

度に差が生じる可能性はあるが，「学生聞の知識や認識度の差が小さい」という状況は授業内

容を組み立てていく大学教員にとってむしろやり易い環境なのかもしれない．このような現

状を踏まえ，中学校学習指導要領（文部科学省2010）の内容に対して，長崎大学教育学部中

学校教員養成課程（理科）では，どのようなカルキュラムに基づいて地学教育を実践してい

るか，その内容と現状について報告する．

2. 「地学」という用語

地学という用語は，理科という教科の中の科目のーっとして使用されるが，そもそも「地

学」という用語の意味と使用法について，日本語と英語を対比しながら紹介する．

まず，地学という用語を，平凡社の地学辞典（地学団体研究会編 1996）で検索すると『地

球科学とほぼ同意義に使えるとともに，学校教育での科目名としての意味合いが強い．これ

との関連で，大学の教育系学部の多くで学科名として使われている．歴史的にみると，最初

は幕末の蘭学者によってgeo伊1phyの訳語としてつくられ，g印 ilogyは地質学と訳されていた．

1884年に小藤文次郎は伊伊phyを地理学， geologyを地学と訳することを主張.93年の東

京地質学会（日本地質学会の前身）の設立を契機に S四 logyの訳として地質学が定着した．

高校の科目としての地学は，戦後，物理，化学，生物とそろえる目的もあって制定された．

これは，地層・岩石・鉱物・化石といった地下に関するものに加えて，気象学，海洋学，天

文学の分野も含めており，自然をより広い立場でとらえようとするものである』と書かれて

いる．

では，『地球科学とほぼ同意義に使える』ならば，同じく平凡社の地学辞典（地学団体研究

会編 1996）において，「地球科学」はどのように説明されているかを紹介すると『地球の表

層部から地球内部までを含めた地球全体を研究の対象とした総合的自然科学．現在の地球の

構造や運動を解明するだけでなく，地球の生成から現在までの歴史の解明を目的とする．地

形学・地質学・古生物学・岩石学・鉱物学・火山学・地球化学・地球物理学などに分けられ

る地球の研究は，最初は石炭の採掘を目的とした地質学から出発したが，地球についての

認識が深まるにつれて様々な研究分野に分化．各分野の研究は，独自の体型で進められてき

たが，すべて互いに密接に関連しあっているので，全体を統合した名称としてこの用語が使

われるようになった．大気や海水は，地球表層部との相互作用があるだけでなく，地球の歴
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史のなかで形成されてきた地球の一部であるので，広い意味で地球科学の分野と考えられる．

また，地球は太陽系の惑星の一つであるとともに，地球の形成は太陽系の形成の一部でもあ

るので，特に太陽系を中心とした天文学との関係も深い』と記されている．

次に，これらの日本語における「地学」「地球科学」という用語に対する英訳として，英辞

郎第8版（株式会社アルク『英辞郎』制作チーム編2014）では「h地問四国」，「G田何回目」

が示されている．そもそも， rg時」とは， theear血を示す連結形の単語であり， G曲部1回目

は，日本語に直訳しでも， Ear也阻曲目と同様に「地球科学」と訳することができる.AGI 

(Ameri回nG田logi四IInsti加旬）による Glossaryof g田logyh町血edi世佃（Jacksoned. 1997）に

おいて，G曲scien田という用語は『Ashort form, sometim四回edin the plural，伽1otingthe col/1田伽e

dis，口ipl，前田ofthe E四logicalsc帥 C田.The teT明，国四ch,is synonymo回明田thgeology. A抑 制 川 of

ea吋hSC,師 cdと記されている一方， h池田ien聞という用語は『Anall-embracing term for 

SC.間畑町lated如 theE1即効伽alog四， inet和協同onalpar/1開明白“lifescie11CeツItis oc.日間O即 lly

世 e田 a砂即n戸1for geology or g四 logicalscie11Ce， 仇•t 幼伝聞＇age is misleading be団山ein its wider 

scope回 rthSC，回 icemの beconsid1酔d 臼 incli蹴fesuch subjects田 meteorology,physical 

M 問 問1grophy,soil c，畑山句， andagronomy. The加山E四四砂悶＇edin the sin伊 lar.』と記されて

いる．すなわち，「地学」を英語表記する場合は「Ear也S田町e」とし，地質学としてのG田fogy

と混同した使用法は，避けた方が適切であろう また，「E置血岡田ce」という単語は，通常

複数形を取らない（単数で使われる）ことからも，大きな範囲の学問分野の用語として位置

付けられているとも言える．

さらに，科目としての「地学』について着目してみると，日本の高等学校で使用されてい

る地学の教科書，特に，地学基礎と地学の両方の教科書を出版している数研出版に記されて

いる目次によると（家ほカ靖肩2013，小Jiiほか編2013），内容としては「地質学」，「海洋学J'

「気象学」，「天文学」，「環境学」が扱われている．一方， HoltMcDougal社が出版している，

日本で言う高等学校に相当する，米国の中等学校（白叫e9-12）で使用されているE町也Sci回目

という教科書のS田tion1の「What白血eEar也Sci四回」において， BranchesofEar血岡田聞と

してG曲logy,0白血O伊 1phy,Me缶orology,As依momy,Environm団組IScie闘があると記さ

れている（Allisonet al. eds. 2010) .これらのことからも，日本の学校教育の理科の科目とし

ての「地学」は，欧米圏で言う教科としての「Ear也S白血.Ce」と同じ意味や内容を示す用語と

言える．

以上のことを要約すると「地学」という用語は，あくまでも，学校教育の現場における科

目を示す用語であり，そこで扱う内容として「地球科学」という学問領域が位置付けられる．

また，「地学」と「地球科学」はいずれも，英語で表記する場合は「Ear白羽田田」が適切で

あり，それらの細分野として「地質学（G曲logy）」，「海洋学（Oc曲nography)J，「気象学
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(Met開。fogy）」があり，それら細分野の複合的な領域として「環境科学（Environm田組I

sci回目）」 がある．また，地質学と同じ，固体地球を扱う分野として，地理学（G田 graphy)

の一部も加わると言える．

3. 中学校学習指導要領における地学の領域と内容

中学校指導要領（理科）に記されている地学の内容は（文部科学省2010），概して言えば，

「地質学」「天文学」「気象学」「環境学」の4つの分野に分けられると言える．

まず，地質学は「大地の成り立ちと変化」という題目として示され，この題目は「火山活

動と火成岩」，『地震の伝わり方と地球内部の働き」，「地層の重なりと過去の様子」という 3

つの単元により構成されている．また，「地層の重なりと過去の様子」においては，野外観察

を行い，その観察記録を取ることが記され，その内容の取り扱い事項として「野外観察につ

いては，学校内外の地層を観察する活動とすること」と明記されている．中学校指導要領に

記されるこれらの単元で扱われている内容は以下である．

火山の形と活動火山噴出物，マグマの物性（粘性），火山岩と深成岩（造岩鉱物も含む）

地震の伝わり方地震波，プレート収束境界（プレートテクトニクス）

地層の重なりと過去の様子地層の形成，堆積岩（石灰岩，チャート，凝灰岩を含む），化石，地質年代，

地層の変形（断層と槽曲）

天文学は，「地球と宇宙」という題目として示され，この題目は「天体の動きと地球の自転・

公転」，「太陽系と恒星」という 2つの単元により構成されている．中学校指導要領に記され

るこれら単元で扱われている内容は以下である．

天体の動きと地醸の自転・公転 日周運動と自転，年周運動と公転

太陽系と恒星太陽の様子，月の運動と見え方，惑星と恒星

気象学は，「気象とその変化」という題目として示され，この題目は「気象観測J，「天気の

変イ白」，「日本の気象」という 3つの単元により構成されている．中学校指導要領に記される

これら単元で扱われている内容は以下である．

気象観測気象観測（気温，温度，気圧，風向，風力の変化と天気との関係）

天気の変化目霧と雲の発生，前線の通過と天気の変化

日本の気象 日本の天気の特徴，大気の動きと海洋の影響
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地学に関連した環境学は，「自然と人間」という題目の中の「自然の恵みと災害」という単

元に相当する．中学校指導要領に記されるこの単元で扱われている内容は，「地震災害，火山

災害，水害，風害」である．

4. 長崎大学教育学部における地学関連の授業カリキュラム

長崎大学教育部で開講の地学に関する授業をまとめると以下の通りになる．

必須科目 地学概論（15コマ），地学実験I(15コマ），中等理科教育b(8コマ），専門ゼミナーノレ（4コマ）

選択科目：小学校理科（3コマ），地質学（15コマ），天文学（15コマ），地学実験II(15コマ），野外地質実

習爆中講義）

なお，中学・高等学校の理科教員免許の取得においては，必須科目の他に，幾つかの選択

科目の単位が必要であるが，地学分野の選択科目を受講しなくとも免許取得は可能である．

必須科目は， 1年次の後期に地学概論と専門ゼミナール， 2年次の前期に地学実験， 3年次

の後期に中等理科教育b（オムニバス）に開講する．選択科目は，2年次の前期に小学校理科，

2年次ないし3年次の前期に地質学，同じく後期に天文学， 3年次の前期に野外地質実習， 3

年次の後期に地学実験Eを開講する．実験科目の 1コマあたりの授業時間は 135分で，それ

以外の科目は90分である．野外地質実習は3泊4日の日程で8月上旬に実施される．

5. 長崎大学教育学部における地学関連の授業内容

地学関連の授業において扱う領域は「地質学」「気象学」「天文学」の3分野であり「環境

学」に関する内容は，適宜，これら 3分野に含めることとしている．授業は「地質学分野」

を担当する教員が 1名，「気象学分野」と『天文学分野」を担当する教員が l名である．

「必須科目における，各分野ついての授業コマ数と，内容をまとめると次の通りである．

「地質学分野』

地学概論（7コマ）・地球科学の概説，火山噴出物と地層の形成（野外J，地球の内部構造

地学実験I(7コマ）・クロノメーターの使用法，岩石と鉱物，偏光顕微鏡

中等理科教育b (4コマ）．変成岩・火成岩 Gk山岩と深成岩）・堆積岩の分類

専門ゼミナール（2コマ）・地質学関連の研究紹介



－414－

「天文学分野」

地学実験I(4コマ）．恒星の分布，釘可系，宇宙の膨張

中等理科教育b (3コマ）・昼の見え方，太陽，惑星と恒星

専門ゼミナ」ノレ（2コ7）：現代の宇宙像，天体を活動させる磁場

『気象学分野」

地学概論（7コマ）・気温，気圧，大気，風風向

地学実験I(3コマ）．気圧の高度変化，太陽放射と地球，天気図

次に，選択科目における各分野ついての授業コマ数と内容は以下である．

「地質学分野」

小学校理科（Iコマ）．示相化石，示準化石，地層の形成，地質年代

地史古生物学（15コマ）・地球の形と大きさ，ジオイド，重力，断層と槽曲構造

地学実験II(7コマ） 各自で題材を設定とした地質学に関わる小研究

地質野外実習頃中講義）．地質巡検と地質調査法

「天文学分野」

小学校理科（！コマ） 星座早見版の作成，宇宙の中の地球

天文学（15コマ）．宇宙の物理

地学実験II(7コマ）・恒星の分類と進化，ケプラーの法則

『気象学分野」

小学校理科 (Iコマ）．雲を作る実験，太陽放射と地球の気温

6. 中学校学習指導要領（理科）との内容と比較

中学校学習指導要領で示されている「大地の成り立ちと変化」「地球と宇宙』「気象とその

変化」『自然の恵みと災害」に関する内容と，長崎大学教育学部で実施している地学関連の授

業内容との対応を次の表に示す．なお，括弧は選択科目を示す．
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「地質学分野（太地の成り立ちと変化）」に関する肉容

中学校学習指導要領の肉容 教育学部における地学関連の授業

火山噴出物 地学概論

マグマの物性（粘性）と火山地形 （野外地質実習）

火山岩と深成岩（造岩鉱物も含む） 地学実験I，中等理科教育b

地震波 地学概論

プレート収束境界（プレートテクトニクス） 地学概論

地層の形成 地学概論，（小学校理科）

堆積岩（石灰岩，チャート，凝灰岩を含む） 地学実験I，中等理科教育b

化石 （小学校理科）

地質年代 （小学校理科）

地層の変形（断層と棺曲） （地質学）

野外観察 地学概論，地学実験I, （地質学），（野外地質実習）

「天文学分野（地球と宇宙）」に関する内容

中学校学習指導要領の肉容 教育学部における地学関連の授業

日周運動と自転 中等理科教育b, （小学校理科）

年周運動と公転 中等理科教育b, （小学校理科）

太陽の様子 専門ゼミナーノレ，中等理科教育b, （天文学）

月の運動と見え方 中等理科教育b, （小学校理科）

惑星と恒星 専門ゼミナーノレ，中等理科教育b，地学実験I, （天文学）

「気象学分野（気象とその変化）」に関する内容

中学校学習指導要領の内容 教育学部における地学関連の授業

気象観測 地学実験I

霧と雲の発生，前線の通過と天気の変化 地学概論，地学実験I, （小学校理科）

日本の天気の特徴 地学概論，地学実験I, （小学校理科）

大気の動きと海洋の影響 地学概論，（小学校理科）

「環境学分野（自然の恵みと災害）」に関する内容

中学校学習指導要領の内容 教育学部における地学関連の授業

地震災害 地学概論

火山災害 地学概論

水害

風害
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7. 地学の分野別の授業の目標

中学校の学習指導要領で取り扱われている内容であるか否かにかかわらず，まず，そもそ

も地学では何を目的に何を学び，それがどのように社会に生かされているかという，導入や

動機づけに関わる授業を実施している．具体的には，入学後地学関連の授業として最初に受

講する「地学概論」で，HoltMcDougal社のE紅白Sci田 .ceのSectionI「Whatis the Ear血Sci回目』

を取り扱っている (Alli田Eet al. eds. 2010）.ここでは，英文和訳の予習を課し，数研出版の

地学基礎の教科書（家ほか編2013）と対応させながら，内容の説明を行いながら輪読を進め

ている．最終的に小論を課し「地学」，「Ear血Sci担問」とは何か，個々人の認識を高めること

を狙いとしている．類似した取り組みとして，専門ゼミナールの授業では，担当教員が取り

組んでいる内容も含めた，地球科学に関する最先端の研究紹介を実施している．

これらの導入部分を踏まえた上で，地質学分野に関する内容では，必須科目と選択科目を

通じて，地質学を学ぶ上での本質的な「考え方」と「手法」に関わる以下の3点を学習して

いる.1）岩石の成図的な分類としての変成岩・火成岩・堆積岩，さらに，岩石車邸穣に基づい

た分類としての深成岩と火山岩の意味を理解し，それらを岩石標本レベル，顕微鏡下レベル

で区別，特定していく.2）地球の内部物質や構造からプレートテクトニクスの概念の問題点

や課題点などを自らのカで考える.3）地層の観察から読み取れるジオヒストリーを自分で組

み立てる．なお，野外観察では野外活動における安全管理に関する指導も実施している

天文学分野では，現代の宇宙観を身につけることを日標とし， 1）さまざまな天体が階層構

造を為す大きな宇宙の中に地球が存在していること， 2）宇宙には始まりがあり現在も進化し

ていること，3）私たちの体などを構成している元素が恒星の進化の過程で生まれてきたこと，

を学べるように全体の授業を組み立てている．

気象学分野では，天気が変化する大局的な仕組みを理解することを目標とし， 1)太陽の放

射が地球表面の温度をほぼ決めていること， 2）地球の重力による大気の成層構造が雲や風の

発生にとって重要であること， 3）地球の自転が風の向きに大きな影響を与えていること，を

学べるように全体の授業を組み立てている．

環境学分野では，さまざまな自然現象と我々の暮らしとの関わりから，なぜ地学分野を学

び，どのよう所で，地球科学の研究者が活躍しているのかを知ることを目標としている．

8. まとめ

長崎大学教育学部で開講されている地学に関する授業においては，必須科目のみで中学校

理科で取り扱われる地学の内容の全てを扱うことができていない．また，中学校と高等学校

の両方の理科の教員免許を取得することができるが，高等学校の地学で扱われている全ての

内容の全てをこれらの授業の中で扱うことは，到底できる状況にない．不足分の内容に関し
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習とするしかない，というのが現状である．

教科の内容に関する授業が十分に確保出来ない背景として， 1998年の教育職員免許法の改

正（平成 10年6月25日，文部省令第28号）にて，教職科目の最低取得単位数の増加により，

耕ヰ科目の単位数が半減し（渡部 2012），現在の長崎大学における中学校教育コースでは，

教職科目が単位数35に対して耕ヰ科目は単位数20である．さらに，蓄積型体験学習などの

教育実践カに関わる授業が重視されることにより，学生が教科科目の授業に出席できないと

いう状況が頻発している.3年生以降の担当ゼミの学生に向けては，ゼミナールの授業で教

科科目に関する指導を実施していくことも可能であるが， 3年生の後期から教員採用試験の

対策講座などが開講されるため，教科の内容に関する十分な教育時間や学生の学習時聞が確

保できる状況には至らないという現状がある．

そこで， 3年の後期の地学実験 II（選択科目）において履修生を「地質コース」と『天文

コース」に分け， 4年の卒論研究を意識した「課題研究」を実施するなど，大学の授業では

「知識を学ぶ（学ばせる）」ではなく，授業で「自ら学んでいくことを学ぶ（学ばせる）」こ

とを目的とした取り組みを実施している．そして，きめ細かな教育・研究指導により，中学

校や高等学校の現場で，地学教育の「核」になる教員育成への貢献を少しでも目指そうとし

ている．
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